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専 攻 コース 氏 名 論文テーマ（学位授与記録簿)

法 学 研 究 大 西 貴 之 法動態における手続的合理性の一考察――Jurgen Habermas の法の討議
理論を手掛かりとして――

法 学 研 究 登 丸 貴 之 「ロールズ正義論の到達点―その現象学的考察―」

法 学 リーガル・
スペシャリスト 相 澤 拓 也 税法における住所の判断基準の再検討――最近の２つの東京高裁判決を素

材として――

法 学 リーガル・
スペシャリスト 阿 部 亮 子 集合債権譲渡担保と租税債権の優劣

法 学 リーガル・
スペシャリスト 池田友佳里 破産財団の換価に伴う消費税の課税関係―破産財団の性質と破産者，破

産管財人の地位―

法 学 リーガル・
スペシャリスト 井 﨑 直 人 個別労使紛争における今後の司法書士の役割

法 学 リーガル・
スペシャリスト 犬 飼 久 美 適格退職年金の法的性質――在職中の従業員が適格退職年金制度の廃止に

伴い取得する一時金の所得区分を題材に――

法 学 リーガル・
スペシャリスト 王 海 涛 中日間の物権変動の比較に関する考察

法 学 リーガル・
スペシャリスト 大 森 幸 一 企業犯罪・不祥事の予防と刑法の役割

法 学 リーガル・
スペシャリスト 沖 永 陽 祐 実質的な退職の事実に係る法的判断基準―分掌変更による退職金の損金

性を争う事案を題材に―

法 学 リーガル・
スペシャリスト 加 賀 正 子 外国税額控除制度における外国法人税について

法 学 リーガル・
スペシャリスト 金 巨 真 実

租税法における不利益遡及の合憲性の検討―土地・建物等の譲渡損の損
益通算廃止立法の遡及適用が争点となった福岡地裁・福岡高裁判決を中心
に―

法 学 リーガル・
スペシャリスト 亀 山 哲 平 公共用地等の収用をめぐる課税問題―名古屋市所得税更正処分取消し請

求事件を題材に―

法 学 リーガル・
スペシャリスト 木 村 直 人 特許法における特許製品のリサイクルと消尽理論―特許製品のリサイク

ルに対する権利行使の許否をめぐって―

法 学 リーガル・
スペシャリスト 楠 本 江 梨 生命保険年金受給権と年金の課税関係―長崎年金二重課税事件を題材

に―

法 学 リーガル・
スペシャリスト 倉橋奈緒美 デット・アサンプション取引の課税上の取扱い―東京高裁平成18年８月

17日判決の検討を中心に―

法 学 リーガル・
スペシャリスト 券 田 早 苗 成年後見制度と医療行為の同意の法的整備
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法 学 リーガル・
スペシャリスト 小 出 隆 大 法人格の有無に係る税法上の問題点

法 学
リーガル・
スペシャリスト

小 西 仁
瑕疵担保責任に関する一考察―国際的動向とそれを踏まえた学説・試案
を通じて―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

齊 藤 遼 亮 遺留分減殺請求の価額弁償における課税問題

法 学
リーガル・
スペシャリスト

重 田 宙 毅
人的役務提供に係る報酬の所得区分について―事業所得と給与所得の区
分の再検討―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

篠 﨑 友 哉
地方公共団体の課税自主権と法定外税―神奈川県臨時特例企業税条例判
決を素材として―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

澁 川 聡 史 不法行為に係る損失とその損害賠償請求権に係る収益の計上時期

法 学
リーガル・
スペシャリスト

杉 山 敬 加算税免除規定における「正当な理由」への信義則法理の適用

法 学
リーガル・
スペシャリスト

鈴木やちよ 譲渡費用概念の法的再検討

法 学
リーガル・
スペシャリスト

傍 島 実 加
農地法における許可をめぐる課税問題の法的再検討～売買契約途上にある
課税を中心に～

法 学
リーガル・
スペシャリスト

髙 橋 佳 奈 教職員の思想・良心の自由―外部的行為の保障を中心に―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

高 原 順 子 居宅介護サービスの医療費控除該当性

法 学
リーガル・
スペシャリスト

竹内みほ子 相続税の債務控除における確実性判断要件の再検討

法 学
リーガル・
スペシャリスト

中 西 功 治
使用者による情報収集と労働者のプライバシー―情報化および内部統制
システム導入下でのプライバシー保護の一考察―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

西 口 雅 彦 交通犯罪における刑罰の抑止効とその対応策について

法 学
リーガル・
スペシャリスト

野田智大朗
譲渡所得の基因となる資産概念の再検討―金融資産の資産性の判断を中
心に―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

野 中 亮 新法人税法55条の射程距離の測定とそれに係る違法的支出の損金性の検討

法 学
リーガル・
スペシャリスト

福 島 一 喜
医療法人の出資の評価とみなし贈与課税に関する一考察―出資額限度法
人を題材に―
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法 学
リーガル・
スペシャリスト

松 村 真 良
権利確定主義の適用のあり方―弁護士着手金の収入金額の計上時期を題
材として―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

松 本 聖
著作物利用行為に関与する者に対し差止請求を肯定する法理の検討――著作
権の間接侵害における著作権法112条１項類推適用の可能性について――

法 学
リーガル・
スペシャリスト

毛 利 進 士
誤って徴収された源泉徴収税額の精算方法のあり方―最高裁平成４年２
月18日判決を題材に―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

守 田 善 紀 来料加工に対する課税の検討―適用除外要件を中心に―

法 学
リーガル・
スペシャリスト

安 田 太 郎 法人税法における交際費課税の一考察～萬有製薬事件を参考にして～

法 学
法 政
リサーチ

石 田 夏 未 被害者・加害者の対話による関係修復の可能性

法 学
法 政
リサーチ

庵 原 愛 子 生命と自己決定権―輸血拒否に関する憲法学的考察―

法 学
法 政
リサーチ

呉 仁 済 韓国の過去事清算法に関する研究

法 学
法 政
リサーチ

岡田弾次郎 「普遍」の考察―国際人権法を手がかりに―

法 学
法 政
リサーチ

小 山 修 平 判決における制定法の機能―ニクラス・ルーマンの法理論を中心に―

法 学
法 政
リサーチ

佐 藤 信 義 刑事過失の法政策―監督過失と第三者機関―

法 学
法 政
リサーチ

佐 藤 雄 資
欠缺補充における統合性と法の純粋化―ドゥオーキンの法理論を手掛か
りにして―

法 学
法 政
リサーチ

中 谷 志 士 「現代型」法律事務所の構築―共同事務所と現代の弁護士―

法 学
法 政
リサーチ

長 野 愛 子 意に反する退職の救済法理―退職勧奨・退職強要を中心として―

法 学
法 政
リサーチ

野 村 紘 彬
トランズアクションの概念とジョン・デューイの公衆論――『公衆とその
諸問題』に示された民主主義論の前提――

法 学
法 政
リサーチ

森 脇 正 浩
都市再生における法の可能性―改正まちづくり三法によって都市再生は
なるか―

法 学
シビック・
ガバナンス

堀 弦 ドイツ・フライブルク公共交通の財政問題――公的補助と経営努力――
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